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凡例




これは「歌舞伎襍記」（昭和二十一年九月二十五日　光文社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。







 
『勸進帳』の映畫記錄化




一




　昭和十八年の末、『勸進帳』の映畫記錄がどうやら完成された。

　これは、私ども演劇藝術に携はるものの悅びとするばかりでなく、廣く日本文化のため、演劇文化ぜんたいのために悅ばるべき、劃期的成功事だと信ずる。殊に敗戰國としての運命をになひ、封建的忠誠に基づく演劇映畫等にたいしては、進んで自肅するを當然としてゐるの今日、振り返つてみて、あの時に、しかも爆碎された東京の歌舞伎座で、また今年世を去つた市村羽左衞門の富樫で、『勸進帳』を後世に傳へることのできたのは、何としても悅ばしい。これによつて、代表的な歌舞伎古典の擁護保存を果したことを思ふと、文化史的意義の大きなことを思はずにはゐられない。

　當時のある映畫雜誌と東京新聞の紙上に、その提案者が私であるやうに記されてゐた。これには多少の根據もなくはないので、他日のため、その實現過程について、簡單に書きとめておきたいと思ふ。




二




　わが國には、屢々言ふ如く、演劇藝術の古典として、代表的なものが四つある。卽ち平安時代以來の傳統を持つ舞樂、鎌倉室町を背景とする能樂、江戶時代の所產たる人形淨瑠璃と歌舞伎とである。この四大舞臺藝術は、わが國家國民の文化活動の表現であり、四者その系統を一にしてて陸離たる光彩を放ち、例へば法隆寺の壁畫をはじめ國寶的の藝術品にも伍すべき文化財であることは、卽に常識として明白に認容されてゐる。

　けれども、これら舞臺藝術の保存保護は非常に困難である。同じく藝術と呼ばれてゐるものでも、文學と美術とは保存の便宜に惠まれてゐる。文字で書かれてゐるから『萬葉集』も『源氏物語』の如きも、建築や繪畫にしても、何とかしてその形の全貎を想察するに難くない。けれども、音樂・舞踊・演劇といふ類ひになると困る。瞬間にして消え去る藝術だから、完全な保存は至難である。がたつた一つ、映畫トーキーによる方法のみは、科學の進步の恩惠といふべく、今のところではこれに越したものはなからう。

　そこで、わが國の演劇文化擁護の上からも、將來の國劇向上資料としても、古典舞臺藝術の映畫記錄化といふことが久しい懸案になつてゐた。古く、明治三十年頃にをさめられた九代目團十郎と五代目菊五郎の『紅葉狩』さへ、實に不完全なものであるのに拘はらず、年を經るに從つて注目を惹くやうになつてゐる。六世菊五郎所演の『鏡獅子』といふものもあるが、これは中途はんぱなもので、忠實な記錄映晝でもなし、といつて劇映畫にもなりきつてゐないといふもので、ひどく評判が惡かつた。けれどもこれば態度の問題である。映畫人としてみれば、いろいろと表現法に獨得のプランもあらうからだが、さういふことを一切せずに、實演舞臺そのものを忠實に描寫記錄するといふ行き方のものでなくてはいけないのである。

　數年來、文部省や情報局の專門委員會にも、その必要が屢々認められてゐたにかかはらず、いざ實行となると、いつも何等かの支障に遭遇して果されなかつた。私なども、歌舞伎としては、まづ『勸進帳』と『寺子屋』とを記錄しておいてほしい旨を、新聞紙上を通して訴へたことがある。貼込帖をくつて見ると、昭和十五年と十七年と、兩度までも力說したが、何等の反響もなくして過ぎ去つた。




たまたま、昨年（昭和十八年）の十一、十二の兩月、歌舞伎座に『勸進帳』が上演されることになつた。幸四郎の辨慶、羽左衞門の富樫、菊五郎の義經といふ配役、當代歌舞伎界においてまづ最上の豪華版といふべきであつた。殊に、幸四郎は七十五歳の老齡を以て、眞の一世一代と號し、羽も七十歳、菊も五十九歳といふのである。この配役と俳優諸君の年齡と、戰局の急迫と思ひ合せて、果してかういふ機會がまた來ようとも思はれなかつた。これはどうしても、此の機會をのがしたなら、『勸進帳』に關する限り悔を千載にのこす結果となる、今度こそは實現したいものだと、數四の友人や歌舞伎檢討會の諸君にも諮つたが、みな同意見だつたので、事は一私人の利害を超越してゐると信ぜられたので、僣越ながら關係者を說かうと決心したのであつた。

　無論、劇映畫としてではなく、あくまでも記錄映畫としてだから、是非とも開演中であつてほしい。また實際問題としても實行し易い方法であらう。だが生フィルムのたりない此の節のことだし、これが商品としてどれだけの市場價値を持つわけのものではないから、同時錄音などいふことは、初めから望めさうになかつた。

　そこで、單に同一場所——例へば、二階正面の席から、あけつぱなしにしてうつしておくとして、錄音も同一興行のを必要とするから、それは放送局の支援を請ふこととし、舞臺中繼で放送すると共に錄音しておいてもらふことに決心した。つまり、最少限度の實行し易い方法を選んだわけである。

　幸ひ、文部省、情報局、放送局、歌舞伎座といふ、この四つの機關には、多少の連絡もあつたので、卽座に賛助方を懇請することにした。




三




　こまかい事は省く。幸ひ放送局にも、『勸進帳』舞臺中繼の意圖があつたので、當時の演藝部長大川氏、松島氏その他の人々によつて議が進められ、十二月十九日の日曜に、一時間半にわたつて中繼放送をし、錄音も愼重にやつて下さつた。

　これに力を得て、情報局に國民演劇審査會のあつた時、會議のあとで支援を申し出たところ、やはり委員として出席されてゐた穗積重遠博士が大いに賛成して下さつたので、井上藝能課長も共鳴して、フィルム特配に關して考慮を約された。これは大いに私を勇氣づけ、結局そのお蔭で實現を見たのだと言つてもよいので、まことに感謝に堪へない。一方、文部省の文化課においても此の擧にたいして、出來る限りの助成を與へられる旨を表示されたので、これにも元氣づけられた。

　當の興行主である松竹側でも、大谷社長をはじめ井上、遠藤の諸重役と共に歌舞伎座の高村支配人その他直接の關係者においても當局の要望にこたへ、卽日から準備が開始された。目的を古典劇の保存記錄に置き、非營利非公開を旨意とする以上、相當の犧牲を覺悟して取りかかつてくれたのである。多年歌舞伎劇を預かつてきた手前、利潤を度外視して出發したので、すベて順調に運んだ。この主旨を諒とした大船撮影所の白井副社長が熱意を示し、野村技術部長も熱心に、照明その他について硏究し、さうして、斷然同時錄音をしてくれることとなつた。

　生フィルムの乏しく貴重な時、情報局はアグファの一萬五千呎をはじめ、必要な資材を提供してくれた。また東寶撮影所も特にミッチェル撮影機を技師と共に提供してくれるなど、對抗會社までも協力されたことは、特筆しておきたい。

　かくして、五臺のライトと六臺の撮影機とが十二月二十日の歌舞伎座に配置された。その時にはテストとして約一千呎をうつし、その結果次第で正式に着手しようとなつた。さうして、その翌日の午前十時からそれを試寫した。僅少の關係者だけが見たのだつたが、照明不足の割合にはあかるいし、錄音もこれならよからうといふ結論で、本撮影を大いに期待せしめられた。

　ところが、困つたことが一つできた。それは俳優側からの苦情であつた。記錄映畫化のこともテストのことも諒解ずみではあつたが、あんなにライトをかけられたのでは困る、まぶしくて藝が出來ないといふのが主な理由のやうに聞いた。これにたいしては係りの重役諸君が說得された結果、豫定の如く二十二日に撮影することができたのであつた。これは、ずつと後に情報局の係りから承はつたのであるが、ある主演俳優の番頭さんが、その前日に情報局へ電話して、果して此の事に賛助されてゐるか否かを確かめたといふ。一應、無理もない照會でもある。それにたいして、此の擧の有意義なことやフィルムの特配についても說明し、激勵さへしたので、俳優側もこぞつて撮影に賛し、特に熱演したのであつたといふ。

　二十二日午後一時からの本番の時には、私は止むを得ない要件のため立合ふことができなかつたが、二三の文部當局者も臨場したさうである。それから、これも後になつての某々好劇家の直話であつたが、ライトをかけたり、觀客席でも四五ケ所から撮影したのだが、一般觀客には殆ど邪魔にならず、俳優諸君は一段の熱演と見受けた、幸四郎の辨慶が、延年の舞であんなに飛び上つたのは見たことがありませんといふことだつた。この日の舞臺が異常の熱演であつたことは、映畫について見ても分かる。ミスが一つもない。

　その日の五時過ぎ、要事をすませて歌舞伎座の事務所へ駈けつけた私は、高村、野村の兩氏から、滯りなく全部完了しましたと聞かされた時には、何とも言へぬ感謝で胸が一ぱいになつた。




四




　撮影したまま全部の燒きつけ、即ちラッシの出來上つたのは、翌十九年の一月の十二日、松竹本社の地階で試寫が行はれた。すべて好調で、音樂もよくはひつてゐる。富樫よし、義經よし、辨慶よし、私は見てゐるうちに、ほんとうに淚ぐましくなつた。それは、歌舞伎の記錄としては、ああもあり、かうもありたかつたといふ注文はあるにしても、まことに結構なものがのこることになつたものだと嬉しかつた。

　錄音と並行してうつされた初めの分は、二階の正面に据えた二臺の機械によつて、明けつぱなしでとられたものだつた。東の下棧敷、土間の舞臺近くから、また下手の幕溜りから、揚幕の内からと、五ケ所に据えて、要所々々を撮影したのまでを、全部完了するには二時間三十分を要した。實際の舞臺は一時間十五分なのであるから、約二倍以上を要するほどの量に達し、フィルムの目方は十四貫に達するといふことだつた。

　編輯については、、同時錄音といふ一つの確定された尺度があるので、どうしてもそれに合せて最上の圖柄を合せて編輯されるわけだから、だいたいは技術者に任せておけばよいとして、ただ原版を切りこまざいてしまふことは、何としても惜しい。これだけの素材全部は、種々の角度から見た『勸進帳』なのであるから、將來の歌舞伎硏究者、俳優諸君の演技硏究上この上もない參考品、敎科書たることを信じたので、何とかしてラッシを一本保存していただきたいと兩氏に熱望した、これもどうやら望みが叶つた。

　かくして、銳意編輯に苦心が重ねられて、やうやく三月十五日に至つて、完成したものを試寫する運びになつた。すばらしい記錄映畫として一應の完成を見たことは、何といつても斯界のために有りがたい。

　この際、慾を言へば限りがないし、記錄映畫としての批評についても、他に人を求めて敎ヘられたい。また色彩のないのは大きな缺點だ。近來のアメリカ映畫の話を聞くにつけても、殘念だが仕方ない。ともかくも、私どもとしてみれば、何年か前から要望してゐたことが、豫想外の成績を收めたのだから、滿足すべきものである。言はば、棒ほど願つて針ほど叶ふといふ諺もあるが、この場合だけは、針ほど願つて棒ほど叶つたといつてよい。

　放送局でも錄音を堅いレコードにすることは容易でないといふので、當時の放送會長下村海南先生にもお目にかかつたのだつたが、同時錄音をやつてくれたのだから、それ以上の配慮を請ふことは差し控へてゐたが、やはり錄音フィルムにをさめて下さつてあるといふことで、放送局當時者の協力にも感謝のほかはない。

　この映畫は、まだ映畫館では公開されてゐない。けれども、情報局、文部省の當事者の間には映寫され、文部省は優良映畫と認定して、推獎金を贈つた。越えて五月に入つてからであつたと思ふ、當時の岡部文相は、俳優初め關係者を招いて、永田町の官邸において慰勞の宴を張つて、よきものを得たと激賞され、そのあとで試寫した。羽左衞門はその時初めて見たのであるが、いやよく出來ました、これはもう二度も三度も見ます、さうして今度やれば富樫はもつとうまくやれませう、自分にたいしても敎科書になりますと筆者に語つた。その羽左衛門も此の世を去つてみると感慨無量である。ついで、大日本藝能會の主催で、六月五日に華族會館で貴衆兩院議員を中心にし、演劇關係者をも招待して初めて公開映寫された。私はその時、この記錄映畫の成立ちやら、『勸進帳』の解說やらを行つた。なほ、洩れ承はるところによると、宮内省關係にも可なりの期間御貸與申上げ、皇族方のお集まりの際、また天覽にも供へられたといふことである。




五




　私の直接關與し、また仄聞せるところは、ざつと以上のやうである。强ひて言へば提案者でもあらうが、微力な吾等は、ただ火をつけるためのマッチを一本すつたに過ぎない。斯界の有識者關係者全部が等しく要望してゐるところであつたればこそ、急の思ひつきであつたにかかはらず、すらすらと運んだのである。その點ただ有難く思つてゐるばかりだ。

　それに『勸進帳』は、作品としても作歷としても申し分のないものだつた。

　まづ第一に歌舞伎十八番中の隨一で、舞踊劇としても、音樂劇としてもすぐれたものである。明治二十年の四月には、畏くも明治天皇の天覽に入つて叡感を忝うした光榮に輝く。また當代の代表的名優が共演してをり、又東都第一の歌舞伎座においてである。ただ憾むらくは、歌舞伎獨得の女形のあらはれざることだが、これは將來『寺子屋』やよき舞踊劇や文樂の人形淨瑠璃等々、第二第三の懸案を解決することによつて補はれるであらう。またそれを希望する。

　私は映畫については知るところ多くないが、今度の仕事にたいしては、少なくとも三つの記錄が賦與されていいといふことだ。その一は一時間以上も撮影をつづけたことであり、その二は一時間以上も錄音しつづけたこと、その三は開演中の演劇を一幕完全に撮影して相當の成功を示したこと、此の三であるといふ。これらは世界の映畫史にも類例を見ない記錄であらうとは、技術者の言明である。殊に、錄音機械があれだけの大きく張つた幸四郎、羽左衞門等の音聲、せりふをよく捕へて、針をとばさなかつたのは、偏へに彼等の音聲がよく鍛練されてゐるからだと言つてゐたが、ここにも來者を敎ふるものがある。（昭和十九年。「歌舞伎後繼者」の項、參照）
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